
井之川博幸議員は、9月 15 日に行なわれた市議会で、 

小規模企業や中小業者の振興策について、市内産業の 

振興についてなど「活力ある産業都市沼田をめざして」 

と「道路の整備」について、横山市長に一般質問を行 

いました。 

 

 

 井之川議員はまず、最新の経済統計から日本の経済成長はアメリ

カ・ＥＵに比べても低い、先進国のなかで最低水準だと指摘、その

原因が、大企業が大きな儲けをあげているにもかかわらず、労働賃

金や設備投資に回さず、400 兆円を超えた「内部留保」にため込んで

いる現状を後押ししている「安倍政権の大企業優先経済政策」にあ

ることを明らかにしました。 

           茂木経済再生担当相が先日、第 2次安倍政 

権の「景気拡大」は、57 か月続いた「いざな

ぎ景気」に並んだと発表しましたが、とんで

もありません。「いざなぎ景気」は、毎年 10％

近い成長で、ＧＤＰは1.63倍になりましたが、

安倍政権の『景気拡大』は、1.07 倍にすぎま

せん。そもそも国民は現在、景気拡大の実感

は全くありません。井之川議員は、このよう 

な中で、沼田市の経済状況をどのようにとらえているのか横山市長

に質問しました。 

 市長は、「沼田市は 9割が小規模企業で、小売業の売上げも横ばい

で景気の回復は感じていない」と答えました。 

 井之川議員は、「中小企業憲章」を制定し、小規模事業者等に元気

を与え、国が新たに制定した「小規模企業振興基本法」に基づく施

策を計画し、実施するよう求めました。      (右へつづく) 

(左から)さらに井之川議員は、商工業、農業、観光業、医療福祉分

野、教育分野などすべての市内の産業と市民と行政が一体となって 

協力できる「産業振興条例」の策 

定を求めました。 

 市長は、「条例化を研究していき 

たい」と答えました。 

 

 

 9 月議会に上程された補正予算に、自然エネルギー利用推進事

業として、設計業委託料があります。これは利根町追貝地区で小

水力発電の可能性を求めて、専門業者に委託する予算です。 

◎第１位 利南支部 １４５．５点 

 第２位 薄根支部 １２２．０点 

 第３位 東部支部 １１２．５点 

 第４位 北部支部 １０３．５点 

 第５位 池田支部  ９２．５点 

 第６位 川田支部  ７９．５点 

 第７位 利根支部  ７７．０点 

第８位 白沢支部  ７０．０点 

第９位 西部支部  ５７．５点 

第 10 位 中部支部  １１．０点 

 野球やテニス、柔剣道など

14 種の競技でたたかわれた

市民体育大会は、水泳が 8 月

6 日、その他の競技は 8 月  

27 日、9 月 3 日と行われ、1

位利南支部以下票の通りの結

果となりました。 

 今年の成績は、10 月 9 日に

開催される市民大運動会の得

点を合計して総合成績が決定

します。 
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